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　南蔵王山麓に位置する4つの分校児童が日頃のスキー技術を競い合う分校スキ

ー大会が2月8日、みやぎ蔵王白石スキー場で開かれました．

　参加したのは白石市立福岡小学校の八宮、不忘、長峰分校と深谷小学校の三住

分校の児童74人．児童たちは大人顔負けの腕前で、素早いターンを繰り返しなが

ら、ゴールを目指していました。この中から国体選手が生まれるといいですね。
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「’95私の夏』

白石中学校2年平井友美さん

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
家
族
と
折
り
紙
づ
く
リ
（
左
か
ら
ロ
ー
ラ

さ
ん
、
平
井
さ
ん
、
沼
倉
さ
ん
、
ジ
ョ
ア
ン
ナ
さ
ん
）

　
平
成
七
年
八
月
一
日
、
成
田
出
発
午
後
七
時
二
十
分
。

ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
経
由
シ
ド
ニ
ー
到
着
朝
六
時
、
と
て
も
長

い
時
問
だ
っ
た
け
ど
三
時
問
も
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
海
・
山
・
街
、
そ
し
て
人
の
心

も
、
す
べ
て
が
想
像
し
て
い
た
以
上
に
素
晴
ら
し
く
き
れ

い
で
し
た
。
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行
く
前
は
「
不
安
」
と
「
期
待
」
で
一
杯
で
し
た
。
私
●

た
ち
は
五
目
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
他
の
人
達
●
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は
と
っ
く
に
迎
え
に
来
て
い
る
の
に
、
私
を
受
け
入
れ
て

く
れ
る
家
庭
は
な
か
な
か
来
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
人
が
来
る

ん
だ
ろ
う
と
ハ
ー
ス
ト
ビ
ル
市
役
所
で
待
つ
て
い
る
間
は

心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し
て
不
安
が
こ
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
で
っ
か
い
人
が
来
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

私
を
温
か
く
、
そ
し
て
優
し
く
迎
え
て
く
れ
た
の
で
心
配

は
な
く
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
も
う
一
つ
不
安
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
五
日
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
言
葉
が
通
じ
る

　　　三｝－
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平成7年度八一ストビル市との交流事業
ワ
■

ブライアン・マクドナルド市長

バルマ・マクドナルド市長夫人

4月30日～

5月4日

甲
一

ハーストビル市長夫妻

白石城落成式参加

白石中　菊地　　憲くん

白石中　平井　友美さん

東中生田良太くん
東中沼倉直子さん
南　中　小室　達明くん

白川中　佐藤　伸樹くん

福岡中　山村　　愛さん

小原中　小室　玲子さん

8月1日～
8月11日

中学生派遺事業

トレズィズ・ジェイソンくん

チャン・ジェイソンくん

フォン・ニコールさん

チウ・ケヴンくん

9月22日～
9月28日

グリーンリーブス使節

団受け入れ事業

東中竹内　啓くん
白石中　高橋　伸光くん

白石中　小関　理恵さん

白石中　我妻　絵里さん

12月3日～
12月10日

アクアティックレジャー

センター落成記念国際親

善水泳大会選手派遣事業
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姦』』團
羊の毛刈リの名人は親切で

明るい人だった

さよならパーティーで白
石音頭を披露。踊りの輪
が広がったノ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
か
ど
う
か
で
す
。
こ
れ
も
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

助
け
ら
れ
ま
し
た
。
辞
書
を
引
い
て
く
れ
た
り
私
が
引
い

た
り
…
。
そ
れ
で
も
意
味
や
言
い
た
い
こ
と
が
通
じ
な
か

っ
た
ら
　
「
0
9
洋
≦
o
『
ミ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

し
か
し
本
場
の
英
語
は
美
し
く
早
い
発
音
だ
っ
た
の
で
、

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
聞
き
と
れ
ず
、
し
ば
ら
く
は
い
ろ

い
ろ
と
悩
ん
で
考
え
ま
し
た
。

　
と
う
と
う
体
験
入
学
の
日
で
す
。
バ
ス
と
電
車
で
五
十

分
位
か
か
り
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
の
娘
は

十
四
歳
だ
け
ど
高
校
な
の
で
す
。
ジ
リ
ジ
リ
ジ
リ
と
火
災

報
知
器
み
た
い
な
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
り
、
教
室
へ
行
っ
て
朝

の
会
を
し
て
各
授
業
の
教
室
へ
移
動
し
ま
す
。
二
人
で
座

る
の
で
は
な
く
、
長
机
に
三
人
と
か
四
角
い
机
に
四
人
ず

つ
座
っ
た
り
し
て
、
授
業
時
間
も
授
業
ご
と
四
十
五
分
と

か
七
十
分
と
か
違
い
ま
す
。

　
そ
の
日
の
授
業
は
、
理
科
、
数
学
、
日
本
語
、
体
育
、

音
楽
で
す
。
授
業
ご
と
に
人
数
が
違
い
、
多
い
授
業
で
四

十
人
位
、
少
な
い
授
業
で
五
・
六
人
で
し
た
。
日
本
語
の

授
業
の
時
に
は
、
私
が
先
生
の
代
わ
り
に
教
科
書
を
読
み
、

と
て
も
緊
張
し
な
が
ら
も
上
手
に
読
め
ま
し
た
。

　
友
達
の
中
に
昨
年
「
白
中
」
に
来
た
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
い

ま
し
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
日
本
語
が
上
手
で
、
他
の
人
も

み
ん
な
日
本
語
が
上
手
で
し
た
。
学
校
に
は
一
日
し
か
行

け
な
か
っ
た
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
仲
良
く
な
れ
ま
し

た
。

　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
終
わ
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別

れ
で
す
。
自
分
の
家
族
と
同
じ
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
家

族
と
別
れ
る
と
思
う
と
、
涙
が
流
れ
ま
し
た
。

　
十
一
日
問
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
、
日
本
で
し

て
い
る
英
語
の
勉
強
じ
ゃ
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
言
葉
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ジ
エ
ス
チ
ャ
ー

だ
け
で
も
十
分
通
じ
ま
す
。
だ
っ
て
同
じ
地
球
人
だ
か
ら
：
、

言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
位
の
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
も
っ
と
も
っ
と
交
流
が
深

ま
れ
ば
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。
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めでたく50万人達成

　白石城で2月12日、昨年5月3日

のオープン以来の関連施設を含めた

入場者が50万八を突破しました。

　50万入目となったのは、東京都杉
　　　　　まニたけ並区の自営業・孫竹三夫さん（40）。

連休を利用して知入と東北を旅行中

に立ち寄ったということで、川井市

長からの思いがけないプレゼントに

驚いていました。

　また小原のスパッシュランドしろ

いしでも1月28日、平成4年のオー

プン以来、3年8か月で50万入を突

破しました。

地域づくりの夢大いに語る

　ゆ　のま　　じて　ド　ロロロ

ーil、誕露η

　　　　　　　　　マコヂき　　　ピ
遡
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　仙南地域のまちおこし、ボランテ

ィア団体などが集まって夢を語i）合

う「城下町初夢大会」が1月27日、
　　み　らい　　　　　　　　　　　ニ　らい

「見て未来、感じて古来」をテーマ

に奥州街道ふれあいの館で開かれま

した。

　仙南の2市7町から約30団体、

100人が参加し、白石の奥州萩太鼓

の歓迎で幕開け。各団体が持ち寄っ

た地酒、地場産品を味わいながら、

ステージで各団体の今後の活動や抱

負などを述べ合い、交流を深めあっ

ていました。

　　　遠くまで飛んだかな？
門ンも囚躍隙隠ソリ　1』「』＝τコ‘ア　　　嚢
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を競うもので、中には一生懸命飛ば

しすぎて、急上昇の後で目の前に落

下するものもあ1）、ちょっとしたコ

ツがいるようでした。

　また、けん玉指南では、おじいち

ゃん、おばあちゃんが、持ち方や遊

び方などをていねいに教えていまし

た。会長によるとけん玉もゆくゆく

はコンテストにしたいということで

した。

　2月11日、福岡公民館で福岡地区

老人と子供の交流会が開かれまし

た。これは、福岡第一長生会（立田

徳衛会長　会員53人）が、昔の遊び

をとおして青少年の健全育成を図ろ

うと4年ほど前から開催しているも

のです。山ノ下子供会の児童約30人が

参加し、紙ひこうきコンテストとけ

ん玉、そして昼食会が行われました。

　紙ひこうきは、同じ紙で決められ

た折1）方をし、どれだけ飛ばせるか

みんなでがんばりました／

　白石市特殊学級合同発表会が2月

6日、白石市中央公民館で行われま

した。これは例年、市内の特殊学級

担任者会が各関係団体の協力によ1）

行っているもので、今年は4校から

参加した19人の児童・生徒が、この

日のために練習した合唱や演劇を披

露しました。

　また、終わ1）の言葉では代表の生

徒が「今日はどうもありがとうござ

いました。後輩の皆さん、来年は今

年以上にがんばってください。」と

締めくくり、会場からは惜しみない

拍手が送られていました。

節脇　　摩顔
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交通事故から守ってください

　2月13日、白川小学校の5年生
が、シジミを使った交通安全のお守

りを作りました。布を張った二っ

のシジミ貝に鈴と交通安全のお札

をっけるこのお守りは、臼川小奥

に住む主婦遠藤　都さんが独自に考

案し数年前から作っているもので、

今回作ったものは、新1年生と卒業

生にプレゼントする予定です。

　当日は、前もって作り方を教わっ

た白川地区のジュニアリーダーも一

緒に教え、児童達は細かい作業に苦

労をしながら、思いを込めて作って

いました。

同年会で豆まき

　「節分の日」の2月3日、市内西

益岡町の片倉家中武家屋敷「旧小関

家」で豆まきが行われました。

、
．

夷
　
．

勺

・
、

－躍堅（褒「懸謹
　ヘルスメイト白石の会員が煎っ
　　　　かみしも
た豆を、株姿に身を包んだ今年厄年

を迎える昭和30年・31年同年会の代

表が「鬼は～外、福は～内」のかけ声

と共に各部屋にまいていきました。

　また、集まった入たちには、まい

たものと同じ豆が一袋づつ配られ、

その芳ばしい香1）に春の訪れを感じ

ていました。

雪の中もへっちゃら

7ド、廻塑

　　で一一㍗玉∫、劉』

　　　　曲、、。ll　l撤

　2月3日、大鷹沢小学校で恒例の

竹馬大会が行われました。

　校庭は前日までの雪で真っ白でし

たが子供達は元気に、竹馬での陣取

りゲームやパズル、サッカーなどに

参加していました。

　また全学年参加の色別対抗リレー

大会の前には、父兄参加のミニリ

レーがあり、子供達の竹馬を借りた

父親が、滑る雪に四苦八苦する姿も

見られ、笑い声がこだましていました。

大
学
の
ゼ
ミ
で
薫
陶
を
受
け
、
生
涯
を
通
じ
て

の
恩
師
で
あ
っ
た
安
井
琢
磨
先
生
が
平
成
七
年
十

二
月
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
。
先
生

　
「
ホ
ビ
ー
と
し
て
」
ウ
ィ
ー
ン
文
化
に
傾
倒
し
、

そ
の
余
技
が
シ
ョ
ー
ス
キ
ー
著
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
」
の
名
訳
で
、

の
業
績
や
人
柄
に
つ
い
て
「
文
芸
春

秋
三
月
号
」
の
「
蓋
棺
録
」
を
抜
粋

し
て
示
し
た
い
。

『
文
化
勲
章
受
賞
者
・
安
井
琢
磨
は
、

理
論
経
済
学
の
先
導
役
と
し
て
、
世

界
的
に
優
れ
た
業
績
を
残
し
た
。

　
ワ
ル
ラ
ス
の
創
設
し
た
一
般
均
衡

論
を
深
め
た
、
な
ど
と
い
う
よ
り
も

次
の
挿
話
が
素
人
に
は
分
か
り
や
す

い
。
あ
る
研
究
論
文
が
大
御
所
サ
ミ

ュ
エ
ル
ソ
ン
に
激
賞
さ
れ
な
が
ら
、

他
人
の
論
文
を
利
用
し
た
だ
け
だ
と

言
っ
て
公
表
を
拒
ん
だ
。
十
年
た
っ

て
類
似
の
論
文
を
書
い
た
学
者
に
ノ

ー
ベ
ル
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
業
績
の

高
さ
と
人
柄
の
一
端
が
う
か
が
え
る
。

　
七
十
一
年
、
理
論
経
済
学
者
と
し

て
は
初
め
て
の
文
化
勲
章
、

　川井市長の

　鱒蟻粋醐ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
も
社
会
学
系
で

は
異
例
と
も
言
え
る
若
さ
で
授
与
さ
れ
た
。

日
本
翻
訳
文
化
賞
已

建
築
関
係
で
有

名
な
雑
誌
「
oo

廊
8

U
Φ
絡
邑
の
正
月

号
に
「
都
市
づ
く

り
を
仕
掛
け
る
」

と
い
う
特
集
が
組

ま
れ
、
「
く
ま
も
と

ア
ー
ト
ポ
リ
ス
」

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
δ
≦
⇒
岡
山
」

「
長
崎
ア
ー
バ
・
イ

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

の
県
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
並
ん
で
百

石
メ
デ
ィ
τ
ポ
リ
込

が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。

安
井
先
生
の
名
訳
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
」
を
読

み
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
王
朝
の
壮
大
な
落
日
の
中
に

花
開
い
た
十
九
世
紀
末
の
ウ
ィ
ー
ン
文
化
に
私
は

魅
さ
れ
て
い
っ
た
。
同
じ
思
い
の
人
達
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
白
石
の
画
期
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
グ
ト

を
進
行
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
私
は
思
う
。

　
そ
れ
は
、
川
向
正
人
と
い
う
建
築
史
専
攻
の
学

者
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
安
井
先
生

か
ら
、
「
『
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
』
の
建
築
の
部
分
を
翻

訳
す
る
時
に
、
彼
の
ウ
ィ
ー
ン
に
関
す
る
著
書
に

負
う
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
。
」
と
お
聞
き
し
た
の
が

縁
と
な
り
、
川
向
氏
を
委
員
長
と
し
て
、
北
山
恒

氏
（
横
浜
国
立
大
学
助
教
授
）
、
芦
原
太
郎
氏
、
堀

池
秀
人
氏
ら
の
建
築
家
に
よ
っ
て
「
白
石
デ
ザ
イ

ン
会
議
」
が
組
織
さ
れ
た
。
生
徒
や
P
T
A
な
ど
、

参
加
者
二
千
人
に
お
よ
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

市
民
会
館
を
満
員
に
し
た
「
白
石
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
知
恵
を
絞
っ
て
第
二
小
学
校
が
設
計

さ
れ
た
。

　
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
の
外
科
的
手

法
を
用
い
る
こ
と
な
く
自
石
の
エ
フ
ェ
ク
テ
ィ
ブ

ポ
イ
ン
ト
（
ツ
ボ
）
に
刺
激
を
与
え
て
周
辺
の

計
画
を
誘
発
す
る
漢
方
療
法
的
都
市
づ
く
り
を
提

唱
す
る
「
白
石
市
都
市
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
堀
池

秀
人
氏
も
熱
烈
な
ウ
ィ
ー
ン
の
信
奉
者
で
あ
る
。

　
「
白
石
市
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」
の
三
枝
成
彰

氏
は
「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
没
後
二
百
年
記
念
祭
」
で
、

モ
ー
ッ
ァ
ル
ト
の
未
完
曲
「
バ
イ
オ
リ
ン
・
ビ
オ

ラ
・
チ
ェ
ロ
の
た
め
の
協
奏
交
響
曲
イ
長
調
」
の

補
筆
を
依
頼
さ
れ
大
成
功
を
収
め
た
人
で
あ
る
。

「
あ
の
人
気
作
曲
家
が
よ
く
自
石
の
仕
事
を
引
き

受
け
て
く
れ
ま
し
た
ね
」
と
い
わ
れ
る
が
、
「
白
石

で
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
大
聖
堂
の
オ
ル
ガ
ン
に
匹
敵
す

る
音
を
聞
き
た
い
」
と
話
し
た
の
が
彼
を
動
か
す

キ
メ
手
と
な
っ
た
と
聞
い
た
。

　
今
、
ウ
ィ
ー
ン
を
愛
す
る
学
者
や
芸
術
家
、
建

築
家
の
協
力
に
よ
っ
て
白
石
は
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
ィ
ー
ン
の
す
ば
ら
し

さ
、
美
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
は
今
は

な
い
。

　
た
だ
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
の
み
で
あ
る
。



市
民
丈
芸
灘
あ
號
謝
墾
誤
噸
糀
礪
謂
嚇

月1

股
兵
三
選

混
ぜ
こ
み
し
な
づ
な
の
緑
鮮
や
か
に
七
草
粥
を
時
か

け
て
炊
く
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

電
話
来
る
事
も
か
け
る
も
ま
れ
に
し
て
静
か
な
老
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ロ

わ
た
く
し
を
押
し
込
む
ご
と
く
今
日
ひ
と
日
九
十
砥

の
陶
土
練
り
い
つ
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
和
江

雪
降
れ
ば
わ
が
家
の
め
ぐ
り
殊
更
に
独
り
居
の
主
静

も
り
わ
び
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

知
己
あ
ま
た
み
ま
か
り
給
い
し
人
名
簿
賀
状
に
備
え

整
ふ
も
わ
び
し
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
　
三
雄

ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
の
庭
に
雪
の
花
今
年
最
後
の
写
経

に
の
ぞ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

歓
喜
の
歌
聲
高
ら
か
に
響
く
と
き
我
を
忘
れ
て
歌
う

喜
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
美
代
子

温
み
残
る
夫
の
肌
着
を
洗
い
つ
つ
蒜
な
き
旅
を
一
人

祈
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
山
田
　
濱

年
の
瀬
に
慌
た
だ
し
さ
は
例
年
の
こ
と
と
知
り
つ
つ

小
走
り
に
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

木
枯
し
に
耐
え
て
南
天
の
赤
き
実
は
ま
ば
ら
に
残
り

雪
を
か
む
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
評
」
一
首
目
、
七
草
の
習
慣
を
守
り
今
年
も
粥
を

炊
く
。
混
ぜ
た
な
づ
な
の
緑
が
白
い
粥
に
映
え
美
し
い
。

時
間
を
か
け
て
炊
く
粥
に
や
が
て
来
る
春
を
偲
ぶ
。

二
首
目
、
老
夫
婦
の
静
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
が
思

わ
れ
る
心
の
こ
も
っ
た
歌
。
三
首
目
、
生
活
の
た
め
の

陶
芸
。
情
熱
と
真
心
を
込
め
「
菊
揉
み
」
を
す
る
。

遠
藤
秋
尾
選

寒
林
に
暮
れ
き
ら
ぬ
空
あ
り
に
け
り

生
家
へ
の
近
道
迷
は
ざ
る
冬
田

佐
藤
周
子

若
桑
げ
ん
じ

初
雪
の
解
け
易
く
ま
た
消
え
易
く

賀
状
書
く
共
に
長
寿
を
慶
び
て

ふ
と
こ
ろ
に
ホ
テ
ル
を
置
き
て
山
眠
る

年
の
夜
の
交
代
に
つ
く
城
の
鐘

急
患
の
電
話
御
慶
に
始
ま
り
し

ご
自
慢
の
髭
の
手
入
れ
や
初
鏡

牧
柵
の
頭
か
く
れ
る
程
の
雪

成
人
式
母
が
譲
り
の
お
振
袖

日
下
　
文

三
浦
愛
嶺

鈴
木
民
子

高
橋
正
雄

熊
谷
敏
子

鈴
木
鉄
二
郎

八
島
葉
子

高
子
　
橘

「
評
」
一
年
間
み
な
さ
ま
の
選
旬
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
俳
壇
は
ど
な
た
で
も

投
句
で
き
ま
す
の
で
思
い
切
っ
て
投
句
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
作
旬
す
る
時
は
歳
時
記
に
は
必
ず
目
を

通
し
、
季
語
を
い
く
つ
も
入
れ
な
い
で
作
旬
な
さ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
本
年
も
す
て
き
な
俳
旬
を
待
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
清
吟
と
ご
多
幸
で
あ
ら
れ
ん
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

近
江
孫
太
郎
選

真
夜
中
に
妻
も
私
も
死
ん
で
い
る
　
　
菊
池
　
不
忘

よ
い
夢
を
見
た
く
て
布
団
陽
に
当
て
る
　
　
片
岡
　
鶴
子

手
を
と
っ
て
道
行
き
す
る
に
は
老
い
す
ぎ
る
　
菅
野
　
春
江

少
年
に
お
城
が
叫
ぶ
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
　
芝
　
玄
太
郎

妻
と
子
の
和
の
中
に
居
る
鍋
囲
む
　
　
草
野
　
　
清

早
起
き
の
雀
が
拾
う
夢
の
屑
　
　
　
　
南
　
か
ほ
る

足
腰
の
老
い
口
達
者
で
カ
バ
ー
す
る
　
大
沼
　
妙
子

し
が
ら
み
の
糸
そ
ろ
そ
ろ
風
化
す
る
　
米
沢
　
礼
子

誕
生
日
祝
福
さ
れ
て
一
つ
老
い
　
　
　
佐
藤
　
武
雄

慰
安
婦
に
駐
留
軍
も
世
話
に
な
り
　
　
斎
藤
　
平
吉

「
評
」
一
句
目
、
真
夜
中
に
熟
睡
し
て
い
る
夫
婦
。

そ
の
ま
ま
で
は
川
柳
に
な
ら
な
い
が
、
　
「
死
ん
で
い

る
」
と
表
現
し
た
川
柳
眼
は
鋭
い
。
作
句
技
法
が

光
る
。
秀
句
。
二
旬
目
、
布
団
干
し
に
「
よ
い
夢
を

見
た
く
て
」
と
、
深
い
目
的
志
向
を
抱
い
て
竿
に
か

け
て
い
る
主
婦
の
ロ
マ
ン
が
温
か
い
。
作
句
技
法
が

鮮
や
か
。
佳
句
。
三
句
目
、
ユ
ー
モ
ア
の
中
に
、
老

い
の
ぺ
ー
ソ
ス
（
哀
愁
）
が
感
じ
と
ら
れ
る
句
。
で

も
、
青
春
は
ど
の
世
代
に
も
あ
る
の
だ
と
考
え
直
し

て
、
あ
き
ら
め
ず
に
道
行
き
す
る
の
も
人
生
で
あ
ろ

う
。
佳
句
。

堆
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エアロビクスインストフクター

　　小関　幸子さん（23歳・大平）
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鰻仕事について

　スパッシュランドしろいし等でエアロビクスの

講師をしています。

鯉夢や目標

　今の仕事をずっと続けていきたいですね。あと

いろんなことにチャレンジしていきたいです。

聯理想のタイプ

　夢があって、一生懸命なひとがいいですね。

　　　　　　　　（福岡長袋字上河原）

　昨年9月から「ウィメンズ・カレッジi　n

みやぎ」白石講座に参加しました。「女性と

文化」がテーマで、私達の身のまわりのことを

真剣に考えさせられた有意義な講座でした。

　最終日の「私の音楽修業」では菊地明子先

生の美しいメロディーにうっとりして、お母

さんに抱かれた赤ちゃんの眠りを誘うほどで

した。

　機会があればまた受講し、脳細胞を刺激し

て自己啓発に努めていきたいと考えています。

　働く婦人の家で講座として誕生してか

53年、第1・第3金曜が活動日です。

　講師の阿部正喜先生を中心に、子育て

真っ最中の30代から、年頃の子供を持つ

50代、孫ありの60、70代までの男性1、

女性6の会員です。話題も多岐にわたり

入生の勉強になります。

　会員の討議で年間計画を立てますが、

主な内容は風景や静物です。その中でも

印象的なのは、春秋に遠出しての蔵王高

原、婦人の家3階からの雄大な冬の蔵王

そして季節ことの花などです。同じモチ

ーフでも八人八色…捉え方や色によって

ニュアンスが全く違ってぎます。表現に

は方程式も答もありません。あるのはこ

んな絵にという個々の素直な思いです。

　個々の持ち味を伸ばし、大切にしていく

ことがこの会のねらいですし、魅力でもあ

ります。さ5に油絵の長所は、重ね描き

ができるということです。失敗してもす

ぼらしい作品に生まれ変わることができ

るので、再桃戦の意欲が湧き、勇気づけ

られます。

　興昧のある方はぜひこ入会ください。

　　　・暫衣
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　11月12日、ハーストビル市のお祭りがありました。

この日は戦争終結の日でもあり、正午にオーストラリ

アの人々は一斉に黙とうを捧げました。

　その後フォレストロード（フォレスト通り）でパレ

ードがありました。参加したのはハーストビル市内に

あるファーストフードのお店や新聞会社など、様々な

企業でした。その他にも、新しくできたアクアティッ

クセンターや、道路整備などで使われるトラックなど

も行進しました。人気のマスコット人形も、クリスマ

スに近いということで参加したサンタクロースも、熱い

日差しの中、汗を流してがんばっていました。パレー

ドの後にはおもしろいパフォーマンスもありました。

　道路の両側には飲食やハンドメイド（手作り品）の

お店が並び、一角には子供達のための遊び場も設けら

れ、まちはとてもにぎやかでした。
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老
人
医
療
費
の
状
況

　
4

⑧
0

　
6

　
白
石
市
の
老
人
医
療
状
況
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
老
人
医
療
費
は
、
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
平
成
六
年
度
は
、
医
療
制
度

の
改
正
も
あ
り
三
十
億
一
千
百
万
円
と

前
年
度
に
比
べ
十
二
％
の
増
加
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
医
療
費
は
多
く
の
人
々
の
保
険
料
等

で
支
払
わ
れ
ま
す
。

　
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
は
、
こ
れ
ら
の

入
々
の
負
担
が
増
し
て
迷
惑
を
か
け
る

ば
か
り
か
、
結
局
自
分
自
身
の
負
担
と

な
っ
て
返
っ
て
き
ま
す
。

　
ひ
と
つ
の
病
気
で
医
療
機
関
を
掛
け

持
ち
し
た
り
、
む
や
み
に
薬
を
要
求
し

た
り
せ
ず
、
医
師
を
よ
く
信
頼
し
て
治

療
に
当
た
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
二
つ
以
上
の
医
療
機
関
で
受

診
し
た
場
合
、
知
ら
な
い
う
ち
に
同
じ

薬
を
多
く
服
用
す
る
よ
う
な
こ
と
も
あ

り
、
身
体
を
害
す
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。

　
受
診
の
際
は
、
他
の
受
診
状
況
を
よ

く
医
師
に
話
し
、
重
複
し
た
受
診
や
薬

の
服
用
を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
こ
と
に

心
が
け
る
だ
け
で
医
療
費
の
節
約
に
な

り
ま
す
。

　
●
家
庭
医
と
し
て
の
医
師
を
持
つ

　
●
身
体
の
具
合
が
悪
い
と
き
は
時
間

　
　
外
、
休
日
診
療
に
な
ら
な
い
よ
う

　
　
早
め
に
医
師
に
み
て
も
ら
う
。
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▲普通の病院などにかかった場合
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過去5年間の医療費、受給者のうこき
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医
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医
療
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給
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医
療
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医
療
費

愛
の
ひ
と
声
運
動
を
す
す
め
る

　
　
　
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
こ
の
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
は
、
市

民
総
ぐ
る
み
で
、
市
内
青
少
年
の
い
じ

め
、
非
行
を
根
絶
し
よ
う
と
い
う
運
動

で
す
。

　
明
日
を
担
う
青
少
年
の
心
身
と
も
に

健
や
か
で
た
く
ま
し
い
成
長
を
願
っ
て

の
運
動
で
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
ど
、

明
る
く
あ
い
さ
つ
す
る
運
動
と
あ
わ
せ

て
展
開
し
ま
す
が
、
特
に
次
の
よ
う
な

青
少
年
に
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
気
軽
に
人
ご

と
で
な
く
声
を
か
け
合
う
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
を
推
進
す
る
集
い
が
二
月

一
日
、
白
石
市
中
央
膿
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
白
石
市
自
治
会
連
合
会
、
白
石
市
父

母
教
師
会
連
合
会
、
白
石
市
教
育
委
員

会
の
三
団
体
が
推
進
団
体
と
な
り
提
案

を
し
ま
し
た
。
こ
の
集
い
で
は
二
十
六

団
体
の
代
表
七
十
三
名
で
原
案
を
承
認

し
実
行
委
員
長
（
風
間
文
静
白
石
市
父

母
教
師
会
連
合
会
長
）
を
選
出
し
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、

●
悪
い
こ
と
ば
や
服
装
の
乱
れ
が
目
立

　
っ
て
い
る
と
き
。

●
自
転
車
の
二
人
乗
り
を
見
た
と
き

●
他
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
の
を
見

　
た
と
き

●
い
か
が
わ
し
い
本
な
ど
を
読
ん
で
い

　
る
青
少
年
を
見
た
と
き

●
い
じ
め
に
つ
な
が
る
行
動
を
し
て
い

　
る
青
少
年
を
見
た
と
き

●
夜
遊
び
を
し
て
い
る
小
学
生
や
中
学

　
生
を
見
た
と
き

●
た
ば
こ
を
吸
っ
た
り
、
酒
を
飲
ん
で

　
い
る
未
成
年
を
見
た
と
き

●
無
免
許
運
転
を
し
て
い
る
入
を
見
た

　
と
き

　
こ
の
「
愛
の
ひ
と
声
運
動
」
は
い
つ

で
も
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
特
に
三
月

か
ら
四
月
を
強
調
月
問
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
な
お
、
各
戸
配
布
し
て
お
り
ま
す

「
愛
の
ひ
と
声
運
動
の
内
容
」
を
お
読

み
の
う
え
運
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

㊨
白
石
市
青
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー

　
⑳
四
三
二

国
民
年
金
よ
り

㊥
一
三
六

⑲
国
民
年
金
の
保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
す

　
平
成
八
年
四
月
か
ら
、

保
険
料
が
改
定
さ
れ
、

三
〇
〇
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の

か
月
一
二
、

　ま

た
、
一
年
間
分
を
前
納
す
る
場
合

に
は
一
四
四
、
〇
四
〇
円
で
す
。

　
保
険
料
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
や
納
付
組
織
の
利
用
が
便
利

で
す
。

譲
年
金
積
立
金
が
、
皆
さ
ん
の
教
育
を
応
援
し
ま
す

　
十
年
以
上
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
た
方
の
お
子
さ
ん
が
、
高
校
・

大
学
等
に
入
学
ま
た
は
在
学
す
る
場

合
、
入
学
金
、
授
業
料
、
在
学
中
の
国

民
年
金
保
険
料
な
ど
の
教
育
資
金
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
使
い
み
ち
　
在
学
中
の
国
民
年
金
保

険
料
、
入
学
金
、
学
校
納
付
金
、
下
宿

代
お
よ
び
ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
礼
金
・

家
賃
、
通
学
の
交
通
費
、
受
験
費
用
、

　そ

の
他
入
学
時
、
在
学
時
の
費
用

o
こ
利
用
で
き
る
方

　
国
民
年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
に
十
年

　以上

加
入
し
て
い
る
方
。

o
限
度
額
　
国
民
年
金
加
入
中
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

　
　
　
　
厚
生
年
金
加
入
中
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

o
お
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
年
金
福
祉
協
会

　
仙
台
市
青
葉
区
］
番
町
三
⊥
二
⊥
一

　
盈
〇
二
二
－
二
六
五
－
四
六
三
五

輪
国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
て
い
ま
す
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
「
二
十
歳
か

ら
六
十
歳
ま
で
の
人
」
す
べ
て
に
納
付

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
四
十
年

間
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
満
額
の
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

納
め
な
い
期
間
が
あ
る
と
将
来
の
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
，

　
ま
た
、
納
め
な
い
期
間
が
長
く
な
る

と
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、
事
故
な
ど
に
よ
る
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
も
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
毎
月
忘
れ

ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
組
織
や
口
座
振
替
を
利
用
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
で
す
。

　
手
続
き
や
届
出
な
ど
、
詳
し
く
は
市

役
所
の
国
民
年
金
係
㊨
二
三
ハ
、
二
二

七
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

一働く婦人の家一
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国
税
だ
よ
り

●
所
得
税
の
申
告
と
納
税
は
三
月
十
五
日
ま
で

　
平
成
七
年
分
の
所
得
税
の
申
告
と
納

税
の
期
限
は
三
月
十
五
日
働
で
す
。

　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
は
便
利
な
振

替
納
税
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金

口
座
か
ら
電
気
料
金
や
水
道
料
金
の
よ

う
に
振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
も
の

で
す
。

　
期
限
を
守
っ
て
「
正
し
い
申
告
、
確

か
な
納
税
」
を
お
忘
れ
な
く
。

　
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
タ
ッ
ク
ス
ア

ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号
は
〔
二
〇
二

〇
〕
、
振
替
納
税
に
つ
い
て
の
コ
ー
ド
番

号
は
〔
九
二
〇
一
〕
で
す
。

●
消
費
税
の
申
告
と
納
税
は
四
月
一
日
ま
で

　
個
人
業
者
の
方
の
消
費
税
の
確
定
申
　
　
　
な
お
、
手
続
き
等
に
つ
い
て
お
分
か

告
と
納
税
は
四
月
一
日
㈲
ま
で
で
す
の
　
　
り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

で
正
し
く
お
早
め
に
申
告
、
納
税
し
て
　
　
最
寄
り
の
税
務
署
ま
た
は
税
務
相
談
室

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

●
に
せ
税
理
士
に
こ
注
意
／

　
「
に
せ
税
理
士
」
と
は
、
税
理
士
の
　
　
ど
う
か
を
よ
く
確
か
め
「
に
せ
税
理

資
格
が
な
い
の
に
、
申
告
書
の
作
成
な
　
　
士
」
に
は
充
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ど
を
し
て
い
る
人
の
こ
と
で
す
。
　
　
　
　
　
タ
ッ
タ
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
ー
ド
番
号

　
税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
依
頼
す
　
　
は
〔
九
二
〇
四
〕
で
す
。

る
際
に
は
、
正
規
の
税
理
士
で
あ
る
か

●
海
外
勤
務
者
や
外
国
人
と
税

　
経
済
活
動
の
国
際
化
に
伴
い
　
日
本

企
業
の
海
外
進
出
も
盛
ん
で
、
海
外
勤

務
の
た
め
、
長
期
間
日
本
を
離
れ
る
方

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
勤
務
な
ど
の
た
め
長
期
間
に
わ

た
っ
て
日
本
を
離
れ
る
場
合
、
日
本
に

住
所
が
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
所
得

税
の
課
税
所
得
の
範
囲
が
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
長
期
間
日
本
を
離
れ
る
と

き
に
は
出
国
前
に
申
告
・
納
税
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
国
外
で
生
じ
た
所
得
に
対
し

て
所
得
税
が
課
さ
れ
る
場
合
、
国
際
的

◎
申
告
に
持
参
す
る
も
の

●
確
定
申
告
書

●
印
鑑

●
預
金
通
帳

●
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
税

　
（
料
）
、
生
命
保
険
料
、
損
害
保

　
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど

●
医
療
費
の
領
収
書

●
そ
の
他
、
源
泉
徴
収
票
（
原

　
本
）
、
帳
簿
書
類
、
借
入
証
明

　
書
な
ど

消
費
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
タ

ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
の
コ
！
ド
番
号
は

〔
六
六
〇
一
〕
振
替
納
税
に
つ
い
て
の

コ
ー
ド
番
号
は
〔
九
二
〇
一
〕
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
幅
舶
　
．
3

　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
1
　
　
、

　
　
　
　
　
蟹
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
し
し

、　∂　●

，
W
冨
（

㌧し

二
重
課
税
を
排
除
す
る
た
め
外
国
税
額

控
除
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税

務
署
や
税
務
相
談
室
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

響
保
の
手
続
き
は
お
峯
し
ょ
う
か
？

　
例
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

就
職
や
退
職
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
か

ら
社
会
保
険
へ
の
加
入
、
ま
た
は
社
会

保
険
か
ら
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
と

い
う
よ
う
な
異
動
が
多
い
時
期
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
異
動
が
生
じ
た
時
に

は
、
十
四
日
以
内
に
市
区
町
村
の
窓
口

に
行
っ
て
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
出
は
自
動
的
に
は
行

わ
れ
ず
本
人
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
届
出

を
遅
れ
て
か
ら
出
し
た
場
合
、
次
の
よ

う
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
届
出
か
遅
れ
る
と
：
…

◎
国
民
健
康
保
険
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て

課
税
さ
れ
る
。
（
税
法
に
よ
り
最
高
過
去

三
年
間
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
）

◎
保
険
証
が
な
い
た
め
に
医
療
費
を
全

額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

へ
病
院
の
窓
口
で
医
療
費
の
全
額
を
支

払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
）

◎
勤
め
先
の
社
会
保
険
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
「
ぬ

け
る
」
手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
国
民
健

康
保
険
証
を
使
用
し
て
、
後
日
医
療
費

の
返
還
を
求
め
ら
れ
る
。
（
国
保
で
病
院

に
か
か
っ
た
場
合
、
市
で
支
払
っ
た
医

療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り

ま
す
。
）

お
問
い
合
わ
せ
は
税
務
課
㊥
一
四
九
、

保
健
課
㊥
六
〇
五
へ
。

　
納
め
忘
れ
の
国
保
税
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
納
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を
こ

利
用
く
だ
さ
い
。

臨購｛

雪
～
翫
ク

　
平
成
八
年
春
の
火
災
予
防
運
動
・
山
火
事
予
防
運
動

　
例
年
に
な
い
厳
し
い
冬
が
よ
う
や
く

去
り
、
野
山
に
は
新
芽
が
顔
を
出
し
始

め
る
季
節
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ

の
頃
か
ら
四
月
、
五
月
に
か
け
て
空
気

が
乾
燥
し
、
ま
た
強
い
風
の
吹
く
日
も

多
く
な
り
、
”
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
”
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
季
節
を
前
に
、
三
月
一

日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
問
は
、
「
平
成

八
年
春
の
火
災
予
防
運
動
・
山
火
事
予

防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
田
畑
へ
の
火
入
れ
、
た
き
火
な
ど
、
火

を
取
り
扱
う
と
き
は
十
分
に
注
意
し
、

た
い
せ
つ
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

『
災
害
に
　
備
え
て
日
頃
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

『
山
歩
ぎ
　
荷
物
に
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心
』

噛

肺がん

武
田
医
院

　
　
院
長
武
田
　
直
罠

　ヘ　ヘ、’■

　
わ
が
国
の
肺
が
ん
の
死
亡
数

は
、
昨
年
は
胃
が
ん
の
死
亡
数
を

抜
い
て
、
が
ん
死
亡
の
第
一
位
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
急
激
に
肺
が
ん
が
多

く
発
生
し
て
き
た
こ
と
は
当
然
で

す
が
、
今
日
で
も
肺
が
ん
は
依
然

と
し
て
、
最
も
難
治
の
が
ん
で
あ

る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
す
。

　
原
因
は
未
だ
不
明
で
す
が
、
喫

煙
を
は
じ
め
、
重
化
学
工
業
か
ら

の
産
業
廃
棄
物
、
自
動
車
か
ら
の

排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
、
ク
ロ
ー
ム
、
ア
ス
ベ

ス
ト
等
を
取
り
扱
う
職
業
環
境

や
、
問
質
性
肺
炎
、
珪
肺
等
の
特

定
の
呼
吸
器
疾
患
患
者
に
高
率
な

肺
が
ん
の
発
生
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
症
状
と
し
て
は
、
な
か
な
か
と

れ
な
い
咳
と
疲
、
特
に
血
疾
等
で

す
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
で
た
と

き
は
、
相
当
病
状
が
進
行
し
た
時

点
で
す
の
で
、
症
状
の
な
い
早
期

に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
検
診
で
毎
年
胸
部
の
X

線
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
、
お
勧

め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
喫
煙
が
大
き
な
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
禁
煙
も

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

白石駅前交番新築移転

のお知らせ白石郵便局からのお知らせ
　白石市民の「地域安全センター」

である白石警察署白石駅前交番は、

かねてから新築中でしたが、次のと

おり業務が開始されます。

●業務開始　3月12日依）

●新交番住所　白石市字沢目15－2！

匿　　各種免許試験の
　　　　　　　　　こ案内

　財団法入安全衛生技術試験協会

東北安全衛生技術センターでは、労

働安全衛生法に基づく各種免許試験

を行ってお1）ます。

　試験の種目は、一級・二級ボィ

ラー技師、特別・普通ボイラー溶接

士、ボイラー整備士、クレーン・移

動式タレーン運転士、揚貨装置運転

士、発破技士、ガス溶接作業主任

者、林業架線作業主任者、第一種・

第二種衛生管理者、高圧室内作業主

任者、エックス線作業主任者、潜水

士です。

　お気軽にお問い合わせください

●お問い合わせ先

　東北安全衛生技術センター

　ao223－23－318！

襲
螺
塾

春のはがき『さくらメール』発売中／

光あふれ木の芽もほころび、花の

更1）に暖かさを感じる春………。

それはまた、卒業・入学・就職の新

し綴r鵬騰麟．臥紐1
も、春らしい絵の入ったrさくら　’， 1導緊冨
メール」がピッタリです。　　　　　　　　　途 　　　　　　　芝

あなたの気持ちに春をのせて「さ

くらタール」で届けましょう．　　　1枚50円　　3種類

電話の移転はお早めに
に努めてまいりますので、よろしく

お願い申しあげます。

●「1旧」番での受け付け時間

　9100～17：0Q（月～金）

　土・日・祝日は休業いたしており

ます。

●電話料金の支払いについて

　電話料金の支払いにつきまして

は、請求書をご持参のうえ、お支払

いができる看板等を出しているお近

くのコンビニエンスストアでもお支

払いができます。

　日頃、NTT仙南支店をご利用い
ただきあ『）がとうございます。

　さて、毎年3月から4月にかけて

は、転勤等お引越しにともなう電話

の移転申し込みが非常に多く、申し

込まれてから工事の日まで日数がか

るなど、不便をおかけするケースも

あ1）ます。

　そこで、転居先の住所、お引越し

の日が決ま1）ましたら、お早めに局

番なしの「116」番へお申し込みく

ださい。

　今後とも、お客様サービスの向上

1
l
l雪
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3月の休館日　13日・27日

1、、、、各教室のこ案内一4月8日から受付開始

曜　　日

教
室
名
・
時

間

午

前

午
後

夜

月

水泳教室

10：30

～11：30

水泳教室
14：00

　－15：1）O
トレーニング教室

14：00

　～15：00

トレーニング教室

18：30

　～19：30

火

水泳教室
10：30

～11：30

エアロビクス教室

18：30

　～19：3〔）

水 木

アクアビクス教室

10：30

　～11：30

エアロヒクス教室

18：30

　～19：30

金

水泳教室
10：30

～11：30

トレーニング教室

14：00

　～15：00

トレーニング教室

18：30

　～19130

土

エアロヒクス教室

14：00

　～15：00
15：30

　～16二30

水泳教室

●基礎コース　まったく泳げない方

　　　　を対象
●中級コース　泳ぎが上手になりた

　　　　い方を対象
●募集人員　　各コースとも20名

アクアビクス教室

●主催　白石市国民健康保険

●内　容　体に無理のない水中での

有酸素運動を行ないます。

●募集入員　18歳以上の方を対象に

　　　40名

エアロビクス教室

●初心者コース、初級コース、中級

コースに分かれています。

●募集人員　各コースとも18歳以上

の方15名

トレーニング教室

●内　容　エアロバイクや各種筋力

マシーンを使い、腰痛や肩こり予

防の運動を行ないます。

●月曜コーヌ、、金曜コースがあ1）、

各コースとも18歳以上の方15名

．蕩っくり湯ったり温泉健康講座受講生募集

●日時平成8年5月～平成9年
3月までの第3水曜日の10：30～

14：30

※4月1日よ1）受付開始。くわしくは

広報しろいし4月号をご覧くだ

さい。

夏休み子供会の予約4月1日より受付を開始いたします

●受　付　午前8時30分より受付開始

、第3回東日本国公立大学室内水泳記録会開催

●開催日　3月11日（月）

●場所　スパッシュランドしろい

　　　し50m公言，召プール

※当日は、午前10時から競技終了ま

で岩風呂とバーデゾーンのみの利

用となりますのでご了承ください 。

※なお、2階ギャラリーから応援が

できます。ぜひお越しください。

ハハ　　 　　　　　ロ　ザび　　マド　 ヘヌヂぽ

融1轟論議i，錨鰯

　　　巳【1畠　　
［　　　　　　　　　　　　　」甲響｝【

　　　　　ロ　　　　　　ド　　　　　　　　　じ

解磐轡，・’、壷蟹窯離

麗　　　　…　　　　・…

L旧RARY　NEWS
★今月の書棚（子ども読書室）

　　〈特選25巻〉ポプラ社
　　　　　りづヤ　ネの　　　

1，lii瀦灘、

　　　　　　　　　嬬　　　　　
．，廿

　　　　L　　　　　　「　　　　　、　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　、　　　　　　　　　　　　■

　　　　　
　　　　　　』r

　　l三『［ηく昌

1。パソコン連動のデジタル仕事術

　　　　　　足立　明穂著
2．願いかかなうインテIlア開運法

　　　　　　有山　茜著
3．戦後50年と「日本」　　　西原　武臣著
4
． 古代みちのく101の謎　　　　鈴木　旭著

5，民ミ去か変わると糸吉攻昏・離友昏はこうなる

　　　　　　加城　千波著
6．点字・点訳の実際　　　　遠藤　謙一著

7，弁護士・検察官・裁判官になるには

　　　　　　野村　二郎著
8
．

ニンニクとf建康・

スティーブン・フルタージョン・ブラソク

　　　ウッド著／寺西　のぶ子訳
9
． ハイ、子供診療所です　　　梅村　浄著

ll）．コレステロールを下げる食べもの

　　　　　　　土屋書店
11，よくわかる増改築　　　　　丁OTO出版

12．私の香り　　資生堂研究所香料研究部著

13．non・no簡単ご飯料理　　　　　　集英社

M．ラクラク独立・開業完全マニュアル

　　　　　　小川　真一著
15．エルミタージュ美術館秘匿の名画

アリベルト・コステネーヴィッチ著／天野

　　　　　　　知香訳
16，生涯スポーツのプログラム

　　　日本レクレーション協会編
17，やさしい茶の湯入門　　　成井宗歌著

ユ8．女優杉村春子　　　　　　大笹　吉雄著

19．雪舞い　　　　　　　　　立原　正秋著

20．風のエソセイ　　　森堀F著
21．なんでこうなるの　　　　佐藤　愛子著

22．君について行こう　　　向井　万起男著

23．我か愛しのファウスト　赤川　次郎著

24．彦九郎山河　　　　　　　吉村　昭著

25．浮沈に賭ける上・下　山田智彦著
26．旦那さま大事　　　　　橋田　寿賀子著

27．面一本　　　　　　　　出久根　達郎著

28．記憶の中の殺人　　　　　内田　康夫著

29．ターミ十ル・ゲーム

　　コーノいペリマン著／内田　昌之訳

30．星の輝き上・下
　シトニィ・シェルダン著／天，馬　竜行訳

○開館時間　火曜～土曜日9時～17時

　　　日曜日　　　10時～16時
o休館日　3月4日、11日、1B日、20日
　　　㈱、25日、31日月末整理日

乳製品を使・た、継物韓㌍

ヨーグルトゼリー

　　　　　　　サラダ

子供からお年寄りまで、野菜もたっ

ぷりとれるおやつ風サラダです。

〈
作
り
方
〉

①
に
ん
じ
ん
、
し
い
た
け
、
さ
つ
ま
芋
、
卵

　
は
ゆ
で
て
細
か
く
き
ざ
む
。
パ
セ
リ

　
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

②
粉
ゼ
ラ
チ
ン
は
、
大
さ
じ
8
の
水
で

　
と
い
て
1
5
分
位
お
い
て
か
ら
火
に
か

　
け
て
煮
と
か
す
。

③
②
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
プ
レ
ー
ン
ヨ
ー

　
グ
ル
ト
・
砂
糖
を
混
ぜ
、
①
の
材
料

　
を
加
え
型
に
流
し
て
固
め
る
。

※
お
好
み
で
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
、
フ

　
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
な
ど
を
か
け
る
と
よ

　
り
一
層
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

材料〈4人分〉

にんじん………………・・40警

しいたけ一………一・……・40昏

さつま芋・一一・一一一一一・一一40曾

壇日………・一……・・…・……2イ固

パセリ………………・・…・20曾

粉ゼラチン…・・…・…小さじ4

水一………………・…大さじ8

マヨネーズ…………大さじ2

プレーンヨーグルト…大さじ8

砂糖………………ノ』・さじ1去
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い
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旅
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と
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取
扱
　
　
錨
　
目
机
調
料
圃
げ
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油
　
ゆ
油
赦

あ
る
日
、
・
L
の
A
子
さ
ん
に
業
務
を
取
り
磐
．
　
　
、
．
卍
議
美
、
一
［
．
づ
　
効
舟

「
お
手
紙
届
き
ま
し
た
？
」
相
手
　
　
②
国
内
旅
行
業
務
取
扱
主
任
者
は
　
　
　
　
品
η
擁
理
心
刎
抄
　
灯
　
嘩
軽
力

の
人
は
「
旅
行
好
き
で
し
ょ
う
。
　
　
国
内
旅
行
業
務
の
み
取
り
扱
う
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の
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す
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公
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雑
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影
王
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旅
行
業
法
に
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国
家
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一
〇
％
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二
〇
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目
．
説
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竺
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旅
行
業
務
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旅
行
業
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昇
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勤労青少年ホーム「ALTA白石』 費25－3720

各講座・サークル申込方法
●申込方法

直接来館のうえ、利用者会費1，000円

と一緒にお申し込みください。

●受付時間　午後1時～9時まで

●受付期間　3月15日囲から

　　　　　4月15日（月）まで

●資格
　おおむね30歳までの市内居住また

は市内に勤務の方ならどなたでも受

講できます。

鉱愛称「ALTA白石』って？

未知数を表す、α（aIPha）とお

しゃべりを意味する、talkとから

造った造語で、たくさんの人とふれ

あい、職場以外での新しい人間関係

を築いてほしいという願いが込めら

れています。

1．定期講座（平成8年4月～平成9年2月）

講座名
1．日本舞踊

2．茶　　道

3．民　　謡

4．手編み
5．着物着付

6．池　　坊

7．料理（初級）

8．料理（中級）

9．書　　道

10．小原流

曜　　臼

毎週月曜日

毎週火曜日

毎週火曜日

第2、4火

第2、3、4水

毎週木曜日

第2木曜日

第4木曜日

毎週金曜日

毎週金曜日

時　間

18：30～21：00

18：30～21：00

19：00～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

18：30～21：00

19：00～21：00

19：00～21：00

月額教材費

料無

菓子代月400円

教本年1，000円

材料実費

無　　料

花代1回1，000円

材料費月800円

材料費月800円

教本代月600円

花代1回千円

員定

15

15

15

15

15

20

15

15

15

20

準備物
浴衣、扇子

ふくさ、懐紙等

金句金十、　†奉金十

着　物

花ばさみ

エプロン

エプロン

書道道具

花ばさみ

勤労青少年ホーム利用案内

●開館時間　午後1時～午後9時

●休館日　日曜、祝日

　　　　12月28日～1月4日
●場　所　白石市字延命寺北21－1

　　　　a25－3702

2．サークル活動

サークル

1．卓 球

2．バドミントン

3．エアロビクス

曜　　Eヨ

毎週木曜日

第2、3、4木

毎週金曜日

時　間

19：00～21＝00

19：00～21：00

19：00～21：00

場　　所

ホーム軽運動場

勤労者体育センター

ホーム軽運動場

会　　費

ボール代

シャトル代

月1，5QO円

※その他、短期講座としてゴルフ教室、ワープロ教室等を予定しております。

決定次第「広報しろいし」にて募集いたしますので、ぜひご参加ください。

幾一一

墾：’古典芸能伝承の館碧水園 盈25－7949

沖 ．碧水園津軽三味線・尺八・琴ジョイントコンサート 謡曲・仕舞新春大会

●日時　3月23日仕）

　　　　12：30開場　13：00開演

●入場券　全席自由席

　　一般　　　　　　2，000円

　　学生（高校生以下）1，000円

●出演者

生田流正派師範伊勢雅之園

都山流尺八大師範大友憧山

津軽三味線富塚会

●日時3月！7日（日）9時～15時

●出　演　白石喜多会・仙台喜桜会

●入場料無料
　どなたでもご覧いただけます。

転こども茶会

滋、「江戸千家茶道講座』受講生募集

●講　師　江戸千家若宗匠

　　　　　川上紹雪ほか

●期　間　平成8年4月～平成9年

　　　　3月まで

●日　時　毎月水曜日（月3回）年

　30回程度　19時～20時30分

※日程は講師の都合により変更とな

　る場合があります。

●場　所　碧水園茶室

●定員先着20名以内
●受講料　月3，000円

●日時3月3日（日）10時～15時

●入場料　高校生以下は無料

　　　　一般は茶券400円

藁碧水園茶会
●日　時　3月24日（日）10時～15時

●茶券400円

摩白石市働く婦人の家 費25－5四53月の休館日へ1臥1臥2肥婦旧

嵐「働く婦人の家とは 』乱平成8年度白石市働く婦人の家定期講座受講生募集〃

働く女性および家庭の主婦の福祉

の増進と地位の向上を図ることを目

的としています。

●働いている女性や家庭の主婦の学

　ぶところ、憩うところ。

●働こうとする女性に就業準備のた

　めの支援をするところ。

●職業生活と家庭生活の調和を図る

　ための必要な相談・講習・技術に

　関する実習をするところ。

●その他の女性・男性に、生涯学習の

　一環として各種講座・サークル活

　動などを提供する場。

※お子様連れでも男性の方でも利用

　できるのが「働く婦入の家」です。

●申し込み期間

　3月5日（火）～3月29日（金）

　（定員にな1）次第締め切1）ます）

●申し込み方法

　ご来館または電話でお申し込みく

ださい。

●経費受講料は無料ですが、教
　材費等は各自負担にな1）ます。

●託　児　おおむね2歳以上のお子

　さんを対象にしていますが、託児

　については、婦人の家にご相談く

　ださい。

○夜の講座

●利用でぎる方

女性の方だけでなく男性の方も利

　用できます。

●開講日

　4月2Q日（土）

　午後1時30分～3時
　●開講式

　●オリエンテーション

　●記念講演「エンパワーメントを

　めざして」

臥ふるさとの山を観る講座

●講　師　渡辺　信有先生

　　　　く定員25名〉

回

1

2

内　容・場所

水芭蕉の森の魅力に触
れる（白石市三住）

万葉の森に親しむ（黒
川郡大和町）

雄国沼のレンゲツツジ
の美を見る（福島県裏
磐梯）

日　　時

4／25（村

8：30
～15：00

5／21（火〉

8：00
～16：30

講座名

英　会　話

4

5

実用毛筆細字

琴

着　付　け

懐石料理

お菓子作り

期間・日数

4月～8月10回

4月～12目16回

4月一12月16回

4月～12月16回

4月～3月10回

4月～11月　5回

曜日・時間

　　18：3Dヨ9：30第2・軟

　　19：30～20：30

第2・4火18；30～20：30

第1・3木18：30－20：30

第1・3木18：30～20：30

第1木　18：30～21：00

第4火18130～21：QO

定員

20名

20名

15名

15名

20名

20名

内　　容

楽しい英会話レ・スン

基礎からの毛筆

初級コース〔生田流）

装いの基本

懐石料理の基礎

春夏秋冬のテサート作i）

講　　師

ジョン・ティ先生

緑と石の自然美』』霊山”

に登る（伊達郡霊山町）

峨々温泉から青根温泉
の秋に触れる（柴田郡
川崎町）

永井　忠雄先生

6／11（幻

8：00
～16：30

7／9㈹
8：00
～16：30

10／15〔火）

8：00
～16：30

高橋　朋美先生

佐藤ユリ子先生

今井紘一先生

弓1地瑠美子先生

●お申し込み方法　3月11日（月）午前

　11時から働く婦入の家に直接ご来

　館のうえお申し込みください。電

　話での申し込みはこ遠慮ください。

●経費！，000円～2，000円（バス

　代、保険代等）

※昨年「ふるさとの山を観る講座」を

　受講された方はご遠慮ください。

★なお、定期講座のほかに短期講座・

　特別講座・ホームヘルパー8級指

　定老人介護講習会また講演会・ミ

　ニ展示会・婦人の家まつり等開催

　いたしますので、そのつど広報で

　お知らせをいたします。

○昼の講座

講座名

白石地方の民話

皮　工　芸

ハ　　　ブ

大　正　琴

花　と　器

パッチワーク

太　極　拳

ヘルシー料理

お’3くろの味料理

お菓子作り

懐石料理

期間・目数

4月～12月16回

4月～12月16回

4月～12月　9回

4月～12月15回

4月～12月16回

4月～12月15回

4月～12月16回

4月～12月　9回

4月～12月9回

4月～11月5回

4月～3目10回

躍日・時間

第2・4水10：0Q～11：30

第2・4土　9：30～1113Q

第4金　10：00～12：00

第2・4月10：0D－12：00

第2・4火10：00－12：00

第1・3土10：00～12：00

第1・3木10：30～12：00

第1火　10：00～12：00

第3火10：00～12；00

第4火　10：00～12：00

第3木10：00～13100

定員

20名

15名

20名

15名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

20名

内　　容

民話の中から生まれ
た絵本等を見ながら

古きよきものを探る

皮工芸の基礎

暮らしにハーブを生かす

初級コース

生花の寄せ植えと手
入れ、ドライフラワー

のアレンジ・ラノピ
ング

バ・ノチワークの基礎

動き方の基礎

食べることは生きる

ことバランスのとれ
た食事作り

今だからこそ手作り

料理を身につけまし
ょう

春夏秋冬のテザート作リ

懐石料理の基礎

講　　師

鈴木智恵子先生

佐久間洋子先生

遠藤　直子先生

岩藤　けん先生

鈴木　和江先生

渋谷　京子先生

石田さと子先生

半沢　誠子先生

畠　　つね先生

引地瑠美子先生

今井　紘一先生
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白石市外二町組合職員を募集します

●職種及び採用予定人員

　看護婦　　　若干名

●受験要件

　平成8年4月1日現在で満年齢が
35歳未満の方で看護婦免許を有する

方または取得見込みの方。

●試験日時

　試験日　平成8年3月17日（日）

　　　　午後2時～5時
　試験種目　作文試験、面接試験

●採用予定日　平成8年4月1日

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●受験手続

　公立刈田綜合病院に用意された受

験申込用紙を使用し、所要事項を

記入のうえ提出してください。

●申込受付期間

　平成8年3月11日（月）まで

※受験手続、その他受験に関する問

　い合わせは、公立刈田綜合病院庶

　務課人事係へ

　費25－2145（内線）323

平成8年度
　白石市奨学生募集

白石市外二町組合臨時職員を募集します

●応募方法

　履歴書（市販の用紙を使用〉に所要

事項を記入のうえ公立刈田綜合病院

庶務課入事係へ提出してください。

●採用日

　書類・面接審査により随時決定し

ます。

※受験手続、その他受験に関する問

　い合わせは、公立刈田綜合病院庶

　務課入事係へ

　盈25－2145（内線）323

ぞ

罵
騨濯

●職種及び採用予定人員

看護婦（臨時職員）　若干名

看護助手（臨時職員）若干名

●勤務場所　公立刈田綜合病院

●応募要件

平成8年4月1日現在で満年齢が

35歳未満の方で心身ともに健康な

方。看護婦については看護婦免許を

有する方。

●募集期間

　平成8年3月19日（火）まで

　　　　　　遜＿＿灘
　市内に1年以上住んでいる方の子

弟で、高等学校以上の学校またはこ

れと同等の学校に在学する、学術優

秀、品行方正、心身ともに健全で、

経済的事由によ1）学資の支弁の困難

な学生を対象に、奨学生を募集し

ます。

区分

大学生

短大生

高校生

募集入員

5人以内

3人以内

2入以内

貸付金額

月額25，000円

月額25，000円

月額15，000円

市民農園の利用者を募集します
　白石市では、平成4年4月に市民

農園を開園し、皆さまにご利用いた

だいてお1）ます。つきましては下記

によ1）募集しますので家庭菜園をや

ってみたい方、ぜひお申し込みくだ

さいQ

●開園日　平成8年4月6日（土）

●場所　白石市郡山字平成地内

●募集人数　15名

●貸付1区画面積　40m2

（ただし、一家庭1区画に限ります）

●貸付料　年間5，000円

●貸付期間　1年間

●応募受付期間

　3月11日～3月22日
　（ただし、毎週土曜日、日曜日は除

　きます）

※応募多数の場合は抽選といたしま

　す。

　●お申し込み・お問い合わせ先

　市農林課農政係盈25－2111（内線）

　222、または自石市農業協同組合営

　農相談課盈25－5962

　　　　　　翻

※募集入員は、応募状況によ1）変更

　になる場合もあ1）ます。

●申請の手続き

　申請用紙（市教育委員会にありま

　す）に所定の事項を記入し、学校

　長の推せん書、成績証明書、在学

　証明書を添えて5月10日（斜までに

　申請してください。

　なお、日本育英会等の奨学金を受

　けている方はご遠慮ください。

●貸付金の償還

　（1）貸付期間満了の6か月後から月

賦均等償還により、貸付を受けた期

間の2倍に相当する期間内に償還す

る。（繰上げ償還もできます）

　（2）償還金は、納入通知書により、

市の指定金融機関等に納入します。

●問い合わせ先

　市教育委員会管理課総務係

　盈25－211／（内線）404・405

八一ストビル市・白石市姉妹都市2周年記念

　「白石市友好の翼」参加者募集ノ

サースト洲ア、ソ轟蜘細鷺
　（ケアンズ・八一ストビル・シドニー・ソウル）

　全食事付音お一人繕！鑛藪二聾蜜轍鵜》勲隅（添乗員同行）

●主催　白石市国際交流協会

●期問　5月11日（土）～18日（土）の8日

　　　問
●旅行代金　お一人260，000円

　（市の国際交流基金に助成申請す

　る予定です。補助された場合、お

一人5万円程度助成される見込み
です。）

●旅行日程概略

●1日目　仙台空港からソウルヘ。

●2日目　ソウル市内観光

　　　　空路、ケアンズヘ。

●3日目　ケアンズ着。キュランダ

　　　　観光等

●4日目　グレートバリアリーフク

　　　　ルーズ観光等

●5日目　空路、シドニーヘ。シド

　　　ニー市内観光等
●6日目　ハーストビル市表敬訪問、

　　　市内見学、懇親会
●7日目　グレッズウソド牧場観光

　　　等。空路、ソウルヘ。

●8日目　ソウルにて乗り換え、仙

　　　台空港へ。
●募集人員　約20名（応募者多数の

場合は抽選します。〉

※国際交流協会未加入の方は入会願

います1会費1，000円）。

●募集期間　3月11日～15日

●お申し込み・問い合わせ先

　白石市国際交流協会事務局（市秘

書広報課内留25－2111内線311、312）へ。

白石市スポーツ少年団団員募集
　スポーツ少年団は、スポーツ活動

を通しての青少年の健全育成を目

的に全国に設置されています。

　スポーツ活動の練習、各種大会へ

の参加のほか、キャンプや研修、公園

の環境美化などに取り組んでいます。

●お問い合わせ先

　白石市スポーツ少年団事務局（白

石市教育委員会内盈25－2！11内線

412）

入　　団　連　絡　先
No

1
2
3
4
5
6
7
8
9
lo

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

種　　目

野 球

〃

〃

〃

11

〃

〃

剣 道

ノくレーボール

　　〃

　　〃

サッカー
　　〃
柔 道

空　手　道
　　〃

　　ノ1

〃

〃

庭 球

団 名

美滝野球スポーツ少年団

福岡少年野球クラブ　〃

青麻少年野球　　　　〃

大平少年野球クラブ　〃

白石少年野球タラブ　〃

白川少年野球クラブ　〃

越河少年野球タラブ　〃

優武館剣道　　　　　〃

大槻道場剣道　　　　〃

白石第一小サンダーズ〃

白石二小ウィングス　“

大平サッカークラブ　〃

白石サッカー　　　　〃

白石柔道　　　　　〃

越河柔道　　　　　〃

白石空手道　　　　　〃

斎川空手道　　　　　〃

白川空手道　　　　　〃

剛柔会白石　　　　　〃

白石ソフトテニス　　〃

連絡先（氏名・電話番号）

　　　　　　25－9005芳原行美
　　　　　　24－5413平間孝男
　　　　　　25－9301青柳　　護

　　　　　　25－0800／J・林　　イ言男

佐々木義彦

平間知一
大戸喜久男

藤間　哲雄

大槻昭一郎

一條幸雄
村上二郎
小関純一
熊谷正弘
前島盛三
制野昭市
鈴木　　明

　”
日下廣久
佐藤　　卓

広瀬清明

25－9792

27－2527

28－26Q6

25－3632

26－2505

25－2802

25－9725

25－8533

26－3957

25－3552

28－2637

25－5036

　11

27－2108

0224－52－6658

25－0505

宮城県仙台一高
　　通信生徒募集

●募集期間　3月1日～4月6日

●募集定員　高校課程、特科生

　　　　合計500名
●入学資格

　中学卒業またはこれと同等以上の

学力を有する方。

●年間経費（納入金）

　高校課程　年間20，000円程度

　特科生　10，000円＋科目数×

　　　　　700円及び教科書代

●お問い合わせ先

　仙台第一高校盈022－293－6739

空手を習って
　みませんか？

空手は個人競技ですから大人から

子供まで各々の体力、目的に応じて

無理なく学べます。

　健康やダイエットのためにも一緒

に汗を流しましょう。

　もちろん、女の子でもOKです。

　練習は、いつでも見学自由です。

お気軽にどうぞ。

●練習日　毎週火・金曜日

　19：00～21：00（少年部は20：00まで）

●場所白石第一小学校体育館
●連絡先　国際空手道連盟㈱極真奨

　学会極真会館宮城支部自石分支部

　盈26－2886（塩谷）

　　－　　』　藤難

　　　　　　　　　　　　筆

　　　　　 饗
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3月17日
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3月20日
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　外科

　歯科

3月24日

　内科

　外科

　歯科

3月31日

　内科

　外科

　歯科
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大沼医院盈25－2502
刈田病院盈25－2145
石川歯科医院盈32－2088

三｝甫タリニック　　費25－6854

刈田病院盈25－2145
広瀬歯科医院血26－1871

広瀬医院費25－0283
刈田病院暦25－2145
千木良デンタルクllニック　盈26－1131
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水野タリニック　何25－2736

銭谷医院盈25－2010
小野歯科医院費25－8007

梅津内科医院盈24－3571

宮城医院岱25－2062
富沢歯科医院盈25－5220

※都合によ1）変更になる場合があ1）

　ます．

※休日当番薬局は健康カレンダーで。

市内の交通事故1／1認5

事故発生件数

死亡者数

負傷者数

物損件数

104｛牛（161｛牛）

　0人（0人）

10人（14人）

944牛（147イ牛）

平成8年交通安全年間スローガン

●歩行者・自転車利用者に対するもの

つけようね

　わが身を守る反射材

人口42，019人（前月比）一41
　ヨ　　　　　　　　　　　　　　　ロ

，2q666　肇21，353
世帯数
　　　　　※住民基本台帳から
書12，497　　　1月31日現在

1☆上からお礼申しあげます

　生活基盤の整備や福祉事業のた

め、次の方々からご寄附をいただき

ました。紙上からお礼申し上げます。

守健治氏、白石市土地開発公社理

事長高橋新太郎氏、㈱エコー設備工業

代表取締役高橋良夫氏、菊地ゆき

子氏、㈱遊佐組　取締役社長遊佐正

氏、高野清登氏、高橋清氏、高野傅

氏、遊佐正氏、大槻孝子氏、白石ク

リーニング協同組合　代表理事後藤

孝氏、高橋正男氏、半澤一郎氏、半

澤猛氏、半沢隆夫氏、半澤忠一氏、

半澤広治氏、半沢守氏、四釜保雄

氏、昭和30・31年同年会　会長大槻

隆氏、昭和10・11年卒業同年会「仁

昭会」　会長伊東寛治氏、佐藤ミサ

ヲ氏、末谷新一氏、大野正一氏

麟体障害者相談員からのお知らせ

12月9日の「障害者の日」にちな

み毎月9日（週休日等の場合は翌

日）に身体障害者の各種相談を行っ

ておりますので、日常生活で困って

いること等ご相談ください。

　また、訪問による相談、手話によ

る相談も行っています。

今月の相談日

●日時3月11日（月）

　　　午前10時～午後3時

●場所白石市役所第3会議室
※最近、強引な新興宗教への勧誘に

　ついての相談が増えていますの

　で、ご注意ください。

●お問い合わせ先

　福祉事務所社会福祉係

　a25－2111（内線）156

．イ再．

、銑人及び身体障害者の短期入所相互
”利用モデル事業を始めました。

市では特別養護老入ホーム「八宮

荘」に委託して老入（おおむね65歳

以上）のみのショートステイ事業を

行ってきましたが、平成8年1月1

日より在宅の重度身体障害者も利用

できるようにな1）ました。

●お問い合わせ先

福祉事務所長寿福祉係

盈25－2111（内線）155

1↑蛇と子のサークル“かめっこくらぶ”
　　を知っていますか

市内に住む、未就学で発達に遅れ

のある子供をもっ親の会です。

子供のため、親としてできること

はないかと月2～3回集まって活動

をしています。

　わが子をしっか1）と生きていける

ように、社会からの障害を取『）除い

て、ふつうの生活（ノーマライゼー

ション）ができるようにとがんばっ

ています。

　もし…’一かめっこくらぶ”に興味

を持たれた方は、一度遊びに来てみ

ませんか？

　なにか見つかるかもしれませんよQ

●お問い合わせ先　氏家盈26－1325

刈田病院は、毎週土・日曜日が休診日です。
　　　　　　　　　　　　（ただし、急患は受付いたします。）

成7年中における交通事故発生状況
のまとめ

1．交通事故の発生状況

区　　分

県内の交通事故

白石警察署管内

白石市内の事故

発生総件数

52，516件

1，116件

692件

入身事故

8，223件

205件

136件

死者

178人
1人

0人

傷　　者

9，318人

246人

161人

物損件数

44，293件

911件

556件

★交通事故の特徴

●死亡事故が前年5件5名から「0」

と大幅に減少し、死亡事故ゼロ500日

へ向けて記録を更新中である。

●人身事故では、前方不注意による

追突と、安全不確認による交差，1景で

の出会い頭の事故が多い。

●入身事故の約60％が白石市内で発

生し、白石市民による事故が92件

（44．9％〉を占めた。

★事故防止のポイント

●シートベルトを締めていれば助か

ったケースが増えています。シート

ベルトはあなたの命綱です。

●歩行者は運転者から見えやすい明

るい色の服や、反射材を身につけま

しょう。

●交差点では、安全確認を確実に行

いましょう。

　　　　　　　　交通事故防止の決め手

一人ひとりが交通事故の悲惨さを正しく認識し、
　　　　　　　　　‘‘ルールとマナーを守ること”

成8年4月1日から、し尿汲取料金
などが改正されます

　し尿汲取、浄化槽の清掃（汚泥汲

取）及び保守点検に要する経費の増

大により、下記のとおセ）料金を改正

することにな1）ました。

1．し尿汲取手数料

●お問い合わせ先

仙南広域行政事務組合白石衛生セ

ンター第一事業所盈27－2111

種 別

し尿汲取券　20εにつき

（20尼未満は20尼とみなす）

改正前

82冊

改正後

98円
3月中に申し込みされても、4

月1日以降の汲み取1）について
は、新料金となります。

　　　　　　　考　　備

2，浄化槽清掃手数料

種 別

汚泥汲取　20¢につき
（20セ未満は209とみなす〉

改正前

82円

改正後

98円

1ヨ．浄化槽保守点検手数料

尺槽区分
5人槽～10人槽のもの

11人槽～20人槽のもの

21入槽～30人槽のもの

31人槽～40入槽のもの

41人槽～50人槽のもの

薬　　　品　　　代

改　　正　　前

単独・合併浄化槽

年間　　12．360円
〃　　12，360円

〃　　14，420円

〃　　14，420円
〃　　14，420円

別　　料　　金

後正改

　単独浄化槽
年間　　16，480円
”　　19．570円

〃　　23．690円
〃　　28．840円

〃　　35．020円

　合併浄化槽
年間　24，720円
〃　　29．870囚

〃　　36．050四

〃　　43，260田

〃　　52，530円

なお、51人槽～500入槽の浄化槽保守点検手数料についても改正されましたので、詳しい

料金については、白石衛生センターにお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　　　　　薬　　品　　代　　含　む

　　城県文化振興財団

主催事業のお知らせ

初代指揮者ドヴォルザークから1

世紀、名門チェコ・フィルハーモ

ニー管弦楽団100周年記念公演。

●日時4月21日（日）15：00～

●場　所　宮城県民会館

●入場料　S　10，000円

　　　　A　8，000円

　　　　B　6，000円

　　　　PS18，000円

●お問い合わせ先

宮城県民会館費022－225－8641

，パ

　　　台真田代々記』

　　発刊のお知らせ

真田家の血を引く小西幸雄さん

（白石市出身で現在千葉県柏市在住）

がこのたび、　「仙台真田代々記」を

発刊されました。ぜひご一読くださ

いo

●著者小西幸雄
●発行所

株式会社　宝文堂

　〒980仙台市青葉区中央2丁目

4－6　　留022－222－4ユ81

O
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※解説　小岩　庄一先生

「真田家と片倉家の関係については、

今までも多くの本に散見されていた

が、この本は真田幸村の系譜、大阪

夏の陣後に片倉重綱に保護された大

八（片倉守信）のこと、さらに代々

の子孫の仙台藩における功績、活躍

などをあますところなく、膨大な文

献資料を引用して、記述している。

他に類を見ないすばらしい貴重な本

である。」
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小原大熊地区の自治会長の小室信利さん、半沢広見さんを中心に、小室

文信さん、半沢実さん、大宮養一さんたちは、かつての小原の名産品、葛粉

の復活を目指しています。葛粉は、う一めん・和紙とともに白石三白といわ

れ、江戸時代から伝わる白石の特産品でしたが、野陛の葛が採れなくなり、

10年ほど前から全く生産されなくなりました。しかし最後まで葛粉の生産を

続けていた半沢広見さんが3年前、試験的に葛粉づくりを再開したことが話

題になり、今回の復活のきっかけとなりました。本物の価値が再認識されて

いる現代。小原の葛粉はあくまでも100％に

こだわりたいと、大熊自治会長の小室さんは溝

　　　　　　　　　　　　　　　墾言います。

「もう色々問い合わせがきていて、いつの間

にか幻の葛粉になっているんです（笑）。今、

純粋な葛粉っていうのはあまりないようなの

で、100％国産の葛粉を生産することで、ほか

の生産地と勝負できるんじゃないかと思って

ます。それと、葛は1回掘ると2～3年たた
ないと根が大きくならないので、平地に栽培

して、ローテーションで生産することも考え

ています。」

失われた本物の味が、私たちの元に届くま

で、あともう少しです。

鱗，

　　，丁働．

瀕
隔

も幽

r

　　　　　軌　r．1｝・　　一
　　　　、澄…　≡ミ』縄1

　　　魑…終，“，
　　　　　　　　鼻・舛’・．偽ダ』

　　　凱　　　等7「　　一饗腐
　一　　　　　　・　　　嘗継

熱．御馬

斎藤甕々勘騰

喜文さん、由美子さんの長女、長男

ママからひとこと

素直でステキな子になってネ！

パパからひとこと

勇気あるやさしい子になってほしい
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市 長
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社会保険
消費生活
補聴器巡回

サービス
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10：00～12：00
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9：00～15：00

10＝OO～15：00
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10：30～11＝30

10：00～15：00

10：00～15：00

9：00～17：00

10：00～12：00

9：00～11：00

市民室　＠1
第2会議室　⑧2

第2会議室　＠2

第2会議室　＠2
福祉事務所内相談室　⑫1

第3会議室　⑫3
健康センター
ユ階生活環境課

福祉事務所　　⑧1

健康センター3階小会議室

第3会議室　⑫3

青少年相談センター　⑧4，

市民室　⑧1

健康センター
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